














の視点から―』には第 2 章に非認知能力が高まる保育の事例が小学校低学年の 6 事例を含め、全部で30事
例が示してある。そのまとめの中で、非認知的な能力を表すキーワードとして、「安定・安心」「挑戦・試









































































































　第 1 章では、遠藤利彦氏、篠原郁子氏、堀越紀香氏の 3 氏の非認知的な能力についての講演を載せてい
る。
　第 2 章では、第Ⅰ期（3 歳児入園～ 4 歳児前半）の 6 事例、第Ⅱ期（4 歳児後半～ 5 歳児前半）の 9 事
































を示唆したこと」と述べている。また、OECD（経済協力開発機構）の『Skills for Social Progress : The 
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保育科学生の非認知的能力という言葉の理解を助けるために
